
2020 年度：川口市での自動運転車両実証走行について 

(株)福山コンサルタントは、川口市が目指す「交通ネットワークが充実した快適で利便

な都市」の実現に向けた取り組みの一環として実施された、自動運転バスの実証走行を中

心とした MaaS※1体験（2021 年 2月 2 日～年 2 月 25日）に協力しました。本事業

は、内閣府の「未来技術社会実装事業」の一環で、川口市より委託を受けて実施したもの

であり、延べ 316人の方に参加頂きました(新型コロナウイルス感染拡大防止のため、関

係者のみの参加としました)。 

   自動運転車両実証走行実験の概要 

自動運転車両実証走行実験は、BOLDLY(株)による自動運転バスの走行を中心に、鉄道

から自宅前までの端末交通を一体的に予約・利用できる仕組み（MaaS）を体験いただくも

のであり、埼玉高速鉄道(株)による市内地下鉄利用、日本工業大学による自動運転パーソナ

ルモビリティ（端末交通）、(株)アークノハラによる安全補完施設の設置、(株)工房による一

体予約システム、(株)福山コンサルタントによる社会実装に向けた評価・検証など、多くの

企業・団体の皆様の協力の基に実施いたしました。 

 

 

（＊1）「MaaS」について 

鉄道、バス、タクシー等の全ての交通手段をシームレスにつなぎ、1 つのサービスとして捉える新たな移動の概念です。 

川口市では、2018年に内閣府より採択された未
来技術社会実装事業の一環として、地域活性化と
公共交通の利便性向上を図り、「住み続けたいま
ち」の実現を目指し、自動運転の活用を検討して
います。
本実験では、一般の皆様に実際に自動運転バス

にご乗車頂くとともに、自動運転バスと連携した
様々なコンテンツを体験頂き、自動運転バスが社
会に実装されたまちの姿について検討を行うため
の参考となる知見を得ることを目的としています。

川口市 社会実装に向けた自動運転バス実証走行
(令和3年2月2日(火)～令和3年2月25日(木))

鉄道、バス、タクシー等の全ての交

通手段をシームレスにつなぎ、1つ
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動」の概念です。

〇例えば川口市では・・

現状

現在は市内のあらゆる場所をバスがカバーしていますが、「一度に多くの人数を輸送できる」
鉄道やバスと「小回りが効いて自由に移動できる」小型モビリティ等、様々な交通サービスが役

割分担をしながらシームレスにつながることで、「交通サービスの運営の効率化」や「個々の
ニーズに応じた最適な交通サービスの提供」が可能となり、より利便性の高いまちの実現に寄与
します。

〇今回の実証実験のコンテンツ
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1つの予約(QRコード発行)で全てのコンテンツにシームレスに参加可能
※将来の交通サービスを見据え、様々なサービスを包括した定額制のサー
ビスとして、既に決済が済んでいるという状況を想定しています。
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のライフスタイル
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川口市は東京都心に隣接し、鉄道やバスが充実しており、他の地方都市等に比べ現状でも公共
交通の利便性が高い状態にありますが、「バス路線の非効率化」や「ライフスタイルの多様化に
よるきめ細やかなニーズへの対応」等、都市部ならではの課題を抱えています。
一方、近年、鉄道、バス、タクシー等、様々な交通サービスを組み合わせ、個々のニーズや目

的に合わせた最適な交通サービスを提供する「MaaS」という概念が台頭しています。
本実験では、自動運転を活用した新たな交通手段と既存の交通手段を組合わせ、一体的な交通

サービスとしての利便性についても体感いただき、皆様の関心を高めて頂くコンテンツを用意し
ています。

〇自動運転バスの社会実装の考え方

QRコードで
パーソナル
モビリティ
乗車体験

注意事項

R3.1.6時点

調剤薬局前

SKIPシティ
敷地内

鳩ヶ谷駅前 SKIPシティ

◆自動運転バス
・以下の乗降場所に5分前までに集合してください。
・バスの乗車時に、係員にQRコードを提示してください。

・当日は以下の予約ページにより発行されるモバイルチケット(QRコード)を、スマートフォンの
画面、または印刷により持参ください。

※モバイルチケット表示方法
予約ページトップ画面より「ログイン」を押下していただき、「マイページ」にて予約選択し、
「モバイルチケット」ボタンを押してください。

〇乗車方法

◆埼玉高速鉄道でお越しになる場合
・当日、埼玉高速鉄道をご利用される方には、『令和2年度 川口市未来技術 社会実装事業
乗車券』を埼玉高速鉄道ご利用の際に取扱駅にてお渡しいたします。
なお、本乗車券の引渡しについては、自動運転バスの乗車当日となります。
本乗車券の詳細については、下記のとおりとなります。

【引渡場所】埼玉高速鉄道
①東川口駅②戸塚安行駅③新井宿駅④鳩ヶ谷駅⑤南鳩ヶ谷駅⑥川口元郷駅
※浦和美園駅、東京メトロ線各駅等からご乗車の場合は、取扱駅の改札窓口にて
本乗車券をお渡しいたしますので、改札を出る前に駅係員までお申し出くださ
い。本乗車券の有効区間まで精算させていただきます。

【受取方法】取扱駅の改札窓口にてモバイルチケットを表示し、駅係員へご提示ください。モ
バイルチケット画面にて自動運転バスのご予約日時を確認後、予約番号を控えさせ
ていただき、本乗車券をお渡しいたします。

【利用方法】有効区間内を乗り降りする際は、改札窓口の駅係員に本乗車券をご提示の上、改
札をお通りください。

【有効期間】発行当日限り有効とし、乗車回数は制限しない。
【有効区間】埼玉高速鉄道線 東川口駅～川口元郷駅間

※有効区間を超えてご乗車された場合には、乗越区間に対する運賃が別途必要に
なります。

【その他】本乗車券の払戻しは一切できません。
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この標識が目印

実証走行の全体像 

申込時に発行される QR コード
で改札を通過 

申込時に発行される QR コード
でバスの乗車受付 

アプリ操作による自動走行での
パーソナルモビリティの呼出・返却 



 

   自動運転バスの実証走行の概要 

自動運転バスの走行ルートは、埼玉高速鉄道 埼玉スタジアム線 「鳩ヶ谷駅」前の広場と

川口市立科学館や映像ミュージアムなどから成る複合施設「SKIP シティ」間（往復約 3.4

キロメートル）を自動運転レベル 3相当※2にて走行しました。 

関係者試乗は、火曜日から金曜日までの平日および 2 月 13 日、14 日、20 日の計 15

日間に、日野ポンチョ（日野自動車製）をベースに先進モビリティ社が改造した自動運転バ

スを、1日 8 便（4往復）運行しました。別途、川口市立高校の生徒向け授業として 1月

28 日、29日の 2 日間で８往復を運行しました。 

（＊2）「自動運転レベル 3 相当」について 

限定条件の下で、システムが全ての運転タスクを実施し、状況に応じてドライバーが適切に対応する。 

   

 

自動運転バスの運行は、国際興業(株)の協力のもと、10 名のバス乗務員に交替で運転席に

座って頂き、いざという時にハンドルやブレーキ介入をして頂くセーフティドライバーを

担当して頂きました。また、国際興業川口営業所に設置した BOLDLY(株)の自動運転車両

運行プラットフォーム「Dispatcher（ディスパッチャー）」を利用して、国際興業(株)の運

行管理者、及び運行管理補助者の有資格者が遠隔監視を行いました。 

   

 

  



   新たな取り組み（信号協調、交差点センサー） 

今年度の実証走行では、走行ルート上の全 7 箇所の信号協調を行いました。（日本信号

(株)協力）そのうちの 2箇所が歩行者用押しボタン式信号機で、通常は歩行者が押しボタン

を押すとすぐに黄色→赤色に色が変わるタイプですが、自動運転バスが急停車にならない

ように、日本で初めて、車両の位置情報によりバスが通過できるように延長するという信号

協調を行いました。 

また、走行ルート上の 3 箇所に交差点センサーを設置し、他の車両や歩行者などを検知し

た場合は、自動運転バスへ「停止要求」を通知するというインフラ支援を取り入れました。 

そのうちの 1 箇所は日本で初めて、信号機のない T 字路交差点で実施しました。 

 

 

   川口市立科学館での特別展示 

自動運転バスの実証走行に併せて、SKIPシティ内の川口市立科学館にて「自動運転のし

くみ展」が 1 月 23 日から 2 月 28 日まで開催されました。その中で、自動運転の紹介や

解説を行う展示や自動運転バスの乗車体験ができる VR ゴーグルが設置された他、リアル

タイムで自動運転バスに接続中の「Dispatcher」を展示し、走行中の自動運転バスの様子

をご覧頂いたり、別画面では「Dispatcher」を活用して自動運転バスを遠隔監視している

国際興業川口営業所の様子も中継しました。 

また、ハンドルがない自動運転車両「NAVYA ARMA（ナビヤアルマ）」（仏Navya 社製）

の展示（期間限定）も行われました。 

   



   川口市の取り組みについて 

川口市は、内閣府が公募した「近未来技術等社会実装事業」（現「未来技術社会実装事業」）

に「先端技術体験がもたらす地域振興と人材育成および公共交通不便地域の解消」をテーマ

にした取り組みを応募し、2018 年に事業採択されています。この取り組みの一環として、

鉄道の駅から離れた場所に位置する「SKIPシティ」と埼玉高速鉄道鳩ヶ谷駅間で、2020

年 2 月に 4日間にわたり、自動運転バスの実証実験を実施しました。2021 年 2 月から実

施した今回の実証走行では、ドライバーによる介入操作を必要としない自動運転バスの実

用化を目指して、より高度な技術検証に取り組みました。期間を約 1 カ月程度設けて一般

の方々にも試乗していただく予定でしたが、コロナウィルス感染拡大の緊急事態宣言が発

出されたことを受け、コロナ感染防止対策を徹底のうえ関係者試乗に限定して実施しまし

た。 

また、今回の実証走行と併せて、端末交通の利便性向上に向けた取り組みとして、日本工

業大学の協力により、利用者による呼び出しに応じて自動走行するパーソナルモビリティ

の実証走行を「SKIP シティ」の敷地内で行いました。このパーソナルモビリティは、自宅

とバス停間等の「ラストワンマイル」における利用を想定した、スムーズな移動を実現する

ための交通手段で、川口市は自動運転バスとパーソナルモビリティを組み合わせることで、

移動がより便利になるまちづくりを目指しています。 

 

以上 


